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病虫害は少ない。 

花後、花殻摘み（花穂のもとから切除）

をする。種子を採取するのでなければ、

余分な負担を減らすことになり翌年よく

花をつける。秋に枯葉や傷んだ葉を取り

除くと見栄えが良くなる。 

１株植えても圧倒的な存在感がある。株

と株の間隔を１ｍ以上空けないと混み

合ってしまうほど大きい。排水の良い場

所を好み、多少の日陰にも適応する。強

健だが、寒い地方では地上部が枯れる。 
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○ ○ ○ 

好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

葉の形は「アカンサス模様」としてコリント式

の柱頭など古代ギリシャの建築にとりこまれて

いる。 

Memo 

大型のため、存在感がある常緑多年草。草丈１

ｍ、１枚の葉が60ｃｍ以上にもなる。白い花弁

に紫の脈が入り、萼(がく)も紫色になるため紫

系が強くなる。アカンサスは「とげ」の意味。

花の苞に鋭いとげがあることに由来する。地中

海沿岸原産。ギリシャの国花でもある。 
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